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 [授業の概要・目的]
日本中世の歴史と歴史認識

　１、日本の歴史、とくに中世史に関する基礎的知識・教養の習得をめざします。
　２、それらを題材に、歴史と歴史認識について考えるための基礎能力の獲得も
　　めざします。

 [到達目標]
日本の歴史、とくに中世史に関する基礎的知識・教養を習得するとともに、歴史と歴史認識につい
て考えるための一定の視座を獲得する。

 [授業計画と内容]
　講義形式で、おおむね以下のような流れで進めます。

　第１回 「武士」とは何だろうか
　第２回　源氏と平氏の興隆
　第３回　日本人の名前
　第４回　日本中世の国家論
　第５回　寺社の強訴
　第６回　日本中世はどんな社会か―自力救済社会―
　第７～８回　日本中世の罪と罰
　第９回　日本中世の年貢と公事
　第10回　日本中世の米と肉
　第11回 「源平合戦」の虚構と真実　
　第12回　源平交替思想の形成
　第13回　両統迭立と南北朝正閏論
　第14回　楠木正成像の変遷
　　　　　≪期末試験≫
　第15回　フィードバック

 [履修要件]
日本の高等学校で日本史を履修していたことを前提に授業を進めます。

 [成績評価の方法・観点]
平常点（50％）および期末試験（50％）とを総合して成績評価します。４回以上授業を欠席した場
合には、成績評価の対象とはしません。
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 [教科書]
授業中にプリントを配布します。
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
シラバスに記載の通り、授業の進行を進行するので、各回の授業内容を想定し、予習しておくこと
が望ましい。

 [その他（オフィスアワー等）]
※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


